
12 - 17
20 - 13
25 - 15

Ｃ 21 - 15
M コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 2 3 3 6 0 0 3 1 1 2 2 3 1 0
2 * 0 3 1 4 0 0 3 1 5 6 3 4 0 1
6 0 0 0 2 2 2 2 3 5 7 12 2 0 0 0
17 * 6 10 0 2 0 0 2 4 4 8 1 2 1 2
24 * 0 2 1 4 1 2 2 1 4 5 0 4 1 1
35 0 1 2 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
36 * 0 0 1 4 0 0 0 1 5 6 4 1 0 0
37 * 1 2 10 21 6 8 2 2 11 13 3 2 1 0
78 0 0 1 1 4 1 2 1 0 4 4 1 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
10 23 19 47 10 14 16 15 43 58 16 18 4 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
5 0 2 5 1 2 0 0 1 0 3 3 1 2 0 0
6 0 0 2 0 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
11 0 0 0 5 13 0 0 1 1 2 3 0 0 1 0
15 * 0 2 1 7 0 0 3 1 2 3 1 0 0 1
30 0 0 0 0 1 2 2 1 2 0 2 0 0 0 0
32 0 0 0 0 0 3 4 2 2 1 3 0 2 0 1
44 * 0 0 1 7 2 5 1 4 5 9 2 0 1 0
61 0 1 3 1 5 0 0 1 1 2 3 0 0 1 0
64 * 2 7 3 13 2 2 1 1 2 3 0 0 1 0
72 * 0 0 2 8 4 6 0 2 5 7 1 2 1 0
80 * 0 0 2 6 0 0 1 4 2 6 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 19 16 64 13 19 13 18 26 44 6 6 5 2

-

志賀 直斗 8 26

0

60 200

0 - -
0 - -

10
芝田 直樹 4 30
室矢 大樹 3

5 17

パン 文則 4 16

大城 琢磨 14 28
海部 裕也

4

中村 瞭太 10 20
三輪 遼太朗 2 22

8

高橋 大空 0 2
喜瀬 文利 8 17
高井 和樹 0

Ｆ
REBOUND

TO AS ST BS MIN

200

志賀 泰星

芦屋大学

主審 塚本　圭佑 副審 石井　裕範

勝ち点４
コ ー ト

戦評
【総括】
強いインサイドを有し、バランスのとれた布陣で挑む芦屋大学、個人技に優れる#37木下を中心に脅威のオフェンス
展開をする神戸大学。白熱した試合が予想される対戦カードとなった。前半では、芦屋大のゲームリーダPG#72志賀
がチームを率い、堅実なバスケットボールを繰り広げる。対し、アウトサイドが不発だった神戸大は苦戦を強いられ、
32-30で前半終了。後半戦、芦屋大はスタミナ面で不利な展開に陥り、さらには神戸大のアウトサイドが覚醒するな
ど、神戸大有利の試合運びとなった。最終的に神戸大が流れを掴んだまま、試合の勝利を78-60で収めた。
【第1ピリオド】
開始早々、芦屋大#80パン#72志賀が速い展開からゴール下で得点。対して、神戸大はアウトサイド中心に攻める
が、ことごとくリングに嫌われる。インサイドを中心に攻めていた芦屋大、#72志賀の効果的なキックアウトより#5喜瀬が
3Pシュートを沈める。相手の守備範囲を広げたところで、スモールラインナップを投入し、攻めのバリエーションを増
やす。逆に、神戸大はこれを利用しチームファウルによるフリースローで得点を重ねる。お互い譲らず12－17で第一
ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
出だしから、神戸大はアウトサイドとインサイドをバランスよくアタックし、攻めのリズムを作る。一方、芦屋大はチーム
オフェンスできっちり得点を重ねる。お互いに守りが堅く簡単には波に乗れない。相手のオフェンスに芦屋大、ゾーン
ディフェンスでプレッシャーを与える。対して神戸大は、試合開始から狙っていたアウトサイドがようやく当たると、#17
網本がブザービーターを含め、三本の3Pシュートを沈める。神戸大がようやく逆転に成功し、3２-30で前半終了。
【第3ピリオド】
芦屋大前半に引き続き、ゾーンディフェンスを続ける。神戸大は#37木下を中心に速いオフェンスを展開しゾーンディ
フェンスを攻略する。芦屋大は時間をかけて、相手のディフェンスを崩しきるオフェンスを見せる。ピリオド後半、神戸
大は激しいディフェンスから相手のターンオーバーを誘うと、#17網本の二連続3Pシュート、#37木下の安定した個人
技で点差を二桁に広げる。残り1分、神戸大#1志賀が３Pシュートとミドルシュートを決める。芦屋大#５喜瀬がハーフ
コートブザービーターを決め、57－45で終了。
【第4ピリオド】
神戸大エース#37木下が期待通りの活躍をみせ、さらに点差を広げる。芦屋大は今まで通り冷静に攻めることができ
ない。#1志賀#17網本が二連続で3Pシュートを決め、恐れられていた、神戸大オフェンスを魅せる。芦屋大は過ぎ行
く時間の前にして、なす術なく78-60で試合終了。
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